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１．医学教育ワークショップ 

  学生の能動的学習を目指した 9月 1日（木）、2日（金）の第 24回久留米大学医学教育

ワークショップは、参加者総数 55名を得て予定通りに久留米シティプラザ 4階の中会議

室で開催した。安永 悟教授（本学文学部）、長田敬五教授（日本歯科大新潟）、山口育

子氏（COML理事長）の３名に、「活動性を高める授業づくり：アクティブラーニングと協

同学習」、「効果的な PBL テュートリアル -LTD based PBL-」、「医学教育に願うこと －

患者の立場から－」についてそれぞれ講演をいただいた。さらに参加者が４人ずつのグ

ループで「学生に能動的学修を習慣づける」と題してのグループワークを行った。ワー

クショップ記録集を編纂中である。 

２．アクティブラーニングと協同学習の導入計画 

  医学部長の提案で来年度の１年生に、オリエンテーションとその後 8回程度の時間で

安永 悟教授によるアクティブラーニングと協同学習の指南をいただくことになったこ

とを受けて、1・2年のカリキュラム計画にあたってきた中村桂一郎教授と当センターと

の話し合いを 9月 9日に行った。その結果、協同学習を学生と教員に根付かせるための

方策として、教員への FD、協同学習風景のビデオ作製、PBL tutorialでの協同学習導入、

tutor養成ワークショップで安永教授招聘、学生に予習をさせるための効果的な方略策定、

などを行うことになった。 

３．第 5学年中間試験（CBT方式） 

  8月 29 日（月）に実施されただ 5年生中間試験（180問）の成績分布を安達・柏木が

作成・検討し、を 9月 12日（月）の教務委員会へ報告した。 

４．Mini-FDの開催 

  9月 27 日（火）に「便利に使おう課題提出」と題する講習会を北川が開催した。場所

は教育１号館 1611教室、時間は 17時～18時。 

５．学外活動 

 ・神代が国立大学医学部長会議の卒業時モデルコアコンピテンシーワーキンググループ

会議へ出席（9月 6日） 

 ・安達が第 36 回「国内医科大学視察と討論の会」（於 東京医科大学）に出席（9月 15、

16日） 
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